
と同一又は近似のパターンを示すSEは 県内全域で

長期間に渡って80株 分離 されたことか ら原因食品は

県内全域で流通 していることが推測される。

弘前市の定点機関では、このパター ン以外に例数が

少ないものの2つ のパ ター ンを示すSEが それぞれ

3株 ずつ分離 されている。

97→

4&5→

(kb)

図1　 集団事例のPFGE像

4)河 内小児科内科クリニック

5)弘 前市立病院小児科

6)黒 石病院小児科

Key　 Words:①Norovirus　 ②RT-PCR　 ③genotyping
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I.は じめに

　 ノロウイルス(以 下、NV)は 、当初、　SRSV(小

型球形ウイルス)と 呼称 され、1997年5月 の食品衛生法

の改正で食中毒病因物質 として追加 された。平成15年 度

食中毒発生状況では、NV事 例数は、サルモネラ属菌、

カンピロバクター ・ジェジュニ/コ リに続いてが3番 目

に挙 げられ、患者数は群 を抜いて多い。なおかつ、食中

毒 と断定 される事例はご く少数で、感染源、感染経路が

解明されないことか ら、多 くは感染症扱い となっている。

Ⅳ.考 察

　 1.PFGE法 による遺伝 子解析 を行 ったことによ

　　 り、県内のSEに よる食中毒は少なくて も4種 類の

　　起源が異なるSEに 汚染された食品が原因で発生 し

　　 たことが推測 された。

　 2.集 団食中毒では、PFGE法 はその有用性が認め

　　 られ分子疫学 的解析法のデ ファク トス タンダー ド

　　 (標準的解析法)と しての地位 を確立 している。

　　　集団食中毒発生時だけでな く、散発下痢症患者由

　　 来のSEに ついてもPFGEパ ターンを解析 しデー

　　 タベースを構築することにより、続発するSEに 起

　　 因する下痢症の発生防止のために、より的確 な情報

　　 を提供することが可能 と思われる。

Ⅴ.謝 辞

　菌株収集に協力 していただいた、県内10定 点機関の細

菌検査担当者に深謝いたします。

口述21

集団及び散発事例より検出された

ノロウイルスの分子疫学的検討

Ⅱ.目 的

　2003年10月15日 と23日 に津軽地域2か 所の保育園にお

いて連続 して食中毒疑いの集団発生報告があ り、両保育

園の発症者便からNVが 検出された。 また、同時期(10

月20日 及び11月6日)に 弘前保健所管内の感染性胃腸炎

患者か らもNVが 検出された。

　本研究では、これら集団事例と散発事例で検出 された

NVを 分子疫学的に解析 し感染源の特定 と感染経路解明

のための基礎的検討 を行ったので報告する。

Ⅲ.研 究方法

　材料は、2003年10月15日 と23日 に津軽地域2か 所(集

団事例1、2)の 保育園の感染性胃腸炎発症者便、吐物 と、

弘前保健所管内の感染性 胃腸炎患者(散 発事例)便 を用

いた。感染経路解明のため2か 所の保育園の調理従事者

便、検食、調理場拭 き取 りについて も実施 した。

　 NVは 、患者便、吐物、調理従事者便 について、　RT

-PCR(キ ャプシ ド領域)法 により、検食、調理場拭

き取 りについては、 リアルタイムPCR法 により検索 し

た。RT-PCR陽 性検体については、　PCR産 物をダ

イレク トシークエ ンス法により塩基配列を決定 し、系統

樹を作製 した。

石川　和子1)　小笠原和彦1)三 上　稔之1)

阿部　幸一1)　畑山　一郎1)　西尾　　治2)

秋山　美穂2)篠 原美千代3)河 内　暁一4)
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1)青 森県環境保健センター

2)国 立感染症研究所

3)埼 玉県衛生研究所

Ⅳ.結果

集団事例1の 発症者便11検 体 中9検 体、集団事例2の 発

症 者 便10検 体 中9検 体、吐 物2検 体 中1検 体 か ら

genogroup　Ⅱ(GⅡ)NVが 検出された。調理従事者便、

検食、調理場拭 き取 りか らは、NVは 検 出されなかった。

散発事例8検 体中4検 体からgenogroup　Ⅱ(GⅡ)NV

が検 出された(表1)。
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表1検 査 結 果

事　例

集団事例1

PCR検 査 結 果

発症者便: NV　 PCR(+)9/11[G2]

発症者吐物: NV　 PCR(-)0/7

調理従事者便:　 NV　PCR(-)0/3

検食: NV　 PCR(-)0/24

調理 場 拭 き取 り:NV　 PCR(-)0/11

備 考

NV　 PCR(+)9/10[G2]

NVに よ

る感染性

胃腸 炎 と

断定。

発症者便:

NV　 PCR(+)1/2[G2] NVに よ

る感染性

胃腸炎 と

断定。

2)青 森環境管理事務所

3)青 森県水産総合研究センター増養殖研究所

4)大 阪府立公衆衛生研究所

5)青 森県薬剤師会衛生検査センター

Key　 Words:①scallop

　　 　 　 　 　 ③ELISA

②Diarrhetic　 Shellfish　 Poison

発症 者吐物:

集団事例2 調 理 従事 者 便:　 NV　 PCR(-)0/1

検食: NV　 PCR(-)0/7

調 理 場拭 き取 り:NV　 PCR(-)0/20

散発事例 発症者便： NV　 PCR(+)4/8[G2]

　 RT-PCR陽 性検体(集 団事例の18検 体及び散発事

例4検 体)に ついてPCR産 物 をダイレク トシークエ ン

ス法により塩基配列を決定 し遺伝子型別を行った。その

結果、すべてのNV株 は遺伝子的に同一の株で、系統樹

か らSnowmountainvirus(SMV)と97.5%の 相同性が

あった。

Ⅴ.考 察

　集団及び散発事例の患者から検出されたNVは 、すべ

てGenogroupⅡ 型に属 してお り、これ らのウイルスは、

DNAシ ークエ ンス解析 からSMV株 に類似 したウイル

スであることが判明 した。

　同時期の発生事例で同一のNVが 検出され、同一地域

内で同ウイルスが流行 していたことが想定されたが、集

団事例における食品及び拭 き取 り検査ではNVが 検 出さ

れなかったことから、感染源の特定及び感染経路の解明

には至 らなかった。

　今後、保健所の疫学調査等の詳細 な分析 と遺伝子解析

による分子疫学 を進めることで、同時多発事例等の原因

解明に近づ くものと期待 される。

VI.謝 辞

　本発表にあた り、

謝意 を表 します。

ご協力を頂いた保健所関係者各位に

I.目 的

　ホタテガイ等二枚貝において、夏季 に多 く発生す る下

痢性貝毒による毒化は、二枚貝が有毒 プランク トンを摂

取 し生物濃縮するために起 こると考 えられている。下痢

性貝毒 はオカダ酸群(以 下OA群 とす る)、ペクテ ノ ト

キシ ン群、イエ ッソ トキシン群の3群 に大別 されており、

なかで もOA群 については経口毒性の主成分であ り、ヒ

トに下痢、腹痛、嘔吐などの健康被害を及ぼす。一方、

わが国で使用されている下痢性貝毒公定法(マ ウス試験

法)で は毒成分毎の測定は不可能であり、毒力は各成分

の合計値 となっている。そこでOA群 を対象 としたEL

ISAキ ッ トをホタテガイの毒力検査に適用 してその有

用性 を確認するとともに、食の安全確保の基礎研究 とし

て陸奥湾産ホタテガイにおけるOA群 の経時変化を調べ

た。

Ⅱ.研 究方法

　 1.試 料　養殖ホタテガイの中腸線

　2.調 査地点　陸奥湾内13地 点(図1)
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ホタテガイの下痢性貝毒による

　 健康被害の防止について
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図1　 調査地点図

3.調 査期間及び調査 回数

　 !)調 査期間:平 成11年4月 ～平成15年3月

　 2)調 査検体数:合 計　545回

　　　　平成11年 度　 124回 、平成12年 度　153回 、

　　　　平成13年 度　 144回 、平成14年 度　124回 、
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